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第 18回日本在宅 
ケア学会学術集会

日時：2014年 3月 15日（土）・16
日（日）
会場：一橋大学一橋講堂 学術総
合センター（東京都千代田区）
テーマ：多職種で共に考え，支え
るエンド・オブ・ライフケア─そ
の人の最善とは何かを語り合おう
プログラム：
3 月 15 日
公開講座 1「エンド・オブ・ライ
フケアを地域で効果的に進めるた
めの多職種連携のあり方」福井小
夜子（日本赤十字看護大学）／ 2
「市民と専門家との対話を促進す
るエンド・オブ・ライフケアモデ
ルの提案（仮）」増島麻里子（千葉大
学）／交流集会 A-1「医療と介護の
連携推進に向けた政策的動向と各
地域の取組み：在宅医療連携拠点
事業を発端として」福井小夜子・
後藤友美（厚生労働省医政局指導
課在宅医療推進室在宅看護専門
官）／ A-2「地域で活動する専門看
護師・認定看護師の集い」山田雅
子（聖路加看護大学）・平原優美
（あすか山訪問看護ステーション
統括所長）／特別講演「自分らし
く，歌とともに」冴木杏奈（タンゴ
歌手・女優）／シンポジウムⅠ「在
宅ケアと臨床倫理：認知症とエン
ド・オブ・ライフケア─その人
にとっての最善を考える」箕岡真
子（箕岡医院医師）・稲葉一人（弁
護士）／映画上映「わたしの人生
（みち）～我が命のタンゴ」／イブ
ニングセミナー
3 月 16 日
会長講演「看護実践に生かすエン
ド・オブ・ライフケア（仮）」長江
弘子（千葉大学）／教育講演 1「地
域包括ケアと共生のまちづくり─
オランダを手がかりに」堀田聡子
（労働政策研究・研修機構）／ 2
「生活の場での協働 /専門職性」

三井さよ（法政大学）／ 3「エン
ド・オブ・ライフケアチームによ
る意思決定支援の試み（仮）」横江
由理子（国立長寿医療センター）／
交流集会 B-1「訪問看護ステー
ションにおける継続教育の機能向
上」吉本照子（千葉大学）・辻村真
由子（千葉大学）／B-2「By Myself：
その人らしい人生の終え方につい
て語ろう」片山陽子（香川県立保健
医療大学）・斎藤信也（岡山大学）
／シンポジウムⅡ「『その人らし
さ』を支えるチームアプローチ」平
原左斗司（梶原診療所）・福田裕子
（まちのナースステーション八千
代所長）・杉田勝（船橋市介護支援
専門員協議会副会長）・高橋眞生
（㈱カネマタ代表取締役・薬剤
師）・松川基寛（船橋市訪問看護ス
テーション）
【演題募集】
応募締切：9月 30日（月）
問合せ：事務局
TEL. 043-226-2777
FAX. 043-226-2782
E-mail：elcm@chiba-u.jp
http://www.procomu.jp/zcare 
2014/

平成 25年度 
日本赤十字看護大学フ
ロンティア・セミナー

日時：10月26日（土）13 : 00～16 : 00
会場：日本赤十字看護大学 広尾
ホール（東京都渋谷区）
テーマ：シームレスな人材育成を
デザインする～新人看護師をめぐ
る大学と病院のパートナーシップ
プログラム：基調講演「大学と企
業のパートナーシップによる人材
育成」谷正史（金沢工業大学常任理
事・産学連携推進部長）／シンポ
ジウム「新人看護師育成に向けた
大学と病院のパートナーシップ」小
野和代（東京医科歯科大学医学部
付属病院副看護部長）・齋藤やよ
い（東京医科歯科大学医学部保健
衛生学科教授）・別府千恵（北里大
学病院看護部長）・中山栄純（北里
大学看護学部基礎看護学准教授）
参加費：1000円

申込み：氏名，所属先名をメール
または FAXで 10月 18日（金）ま
でに。
問合せ・申込み先：
〒 150-0012　東京都渋谷区広尾
4-1-3
日本赤十字看護大学看護実践・教
育・研究フロンティアセンター
TEL. 03-3409-0875
FAX. 03-3409-0589
E - m a i l： f r o n t i e r - s e m i n a r @
redcross.ac.jp

第 19回 
日本実存療法学会

日時：10月 26日（土）10 : 00～
会場：千代田区立日比谷図書館文
化館 大ホール（東京都千代田区）
テーマ：人はなぜフランクルを求
めるのか
プログラム：特別講演Ⅰ「医療と
ヘリコプター～機械と人間の間
～」長島友有（防衛大学名誉教授）
／特別講演Ⅱ「国際医療学（global 
medicine）の目指すもの」渡邊昌
（生命科学振興会理事長）／ワーク
ショップ 1「交流分析とロゴセラ
ピー」元吉正幸（こころと身体研究
所）／ワークショップ 2「オーラ
ソーマとロゴセラピー」土田くみ
（kumi心理カウンセリング研究
所）／シンポジウム「ロゴセラピー
を日常活動に生かす～学会認定国
際実存療法士を目指して  団塊世
代のケアウィル」藤森純子（富山大
学地域連携推進機構地域医療・保
健支援部門）他／教育講演（市民公
開講座）「フランクル博士の人間観
～臨床の視点より」永田勝太郎（国
際全人医療研究所理事長，WHO
心身医学・精神薬理学教授）
参加費：会員 1万円，非会員 1万
2000円，学生 5000円
※当日受付
問合せ：事務局
〒 101-0052　東京都千代田区神田
小川町 1-7-901 国際全人医療研究
所内
TEL. 03-5577-6841
FAX. 03-5577-6842
E-mail：tklogos@nifty.com
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